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１

■エ コマーク対話集会 東京会場の様子

（2004 年 3 月 26 日、星陵会館） → 関連記事 2～7 ページ

認定基準案の公表な らびに商品類型の廃止予告

お知らせ

・世界エコラベリングネッ ト ワーク （ＧＥＮ） の動き ‥‥‥‥１１

・エコマーク商品紹介リーフ レ ッ ト 「発見 ！ あなたの身近に

エコマーク」 シ リーズに第 11 号 「消火器」 が出ま した ‥‥１１

・子ども向けワークブック 「エコマークをみつけてみよう ！

（第 ４ 巻）」 が完成し ま し た ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥１１

・エコマーク商品データベース 「グリーンステーシ ョン」

　 説明会 開催のご案内 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥１２

・「信州環境フ ェア ２００４」 「環境デーなごや ２００４」 出展の

お知らせ （同時開催 ： エコマーク取得相談会） ‥‥‥１２・１３

委員会報告／決定事項

・エコマーク類型 ・ 基準制定委員会 （第 29 回） ‥‥‥‥‥‥‥７

・認定基準の動き ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥８

重要なお知らせ

・エコマーク商品類型 Ｎｏ.112 「文具製品 Version1.0」 および

Ｎｏ.113 「包装用紙 Version2.0」 制定の延期について‥‥‥‥９

・エコマーク商品類型 Ｎｏ.116 「節水型機器」 有効期限の

延長について ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥９

・エコマーク下段表示の扱いについて ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥１０

・エコマーク料金体系の改定に係る説明会 開催のご案内‥‥１０

ト ピ ッ クス

・エコマーク事務局作成のパンフ レ ッ トを、 ６ 月の環境月間に

イ トーヨーカドー各店舗で配布し ま し た ‥‥‥‥‥‥‥‥１３

・認定基準案の公表ならびに商品類型の廃止予告 ‥‥‥‥‥‥９

寄本勝美 早稲田大学教授による基調講演

エコマーク ニュース
E c o M a r k N e w s

2004.7.1 No.51
エ コマークは (財) 日本環境協会が自主的に運営し ている事

業です。エコマークの活動予算は、すべて認定企業の皆様か

らのエ コマーク使用料および商品認定申込者の皆様からの

商品認定審査料で賄われています。 この 「エコマークニュー

ス」 では、 「エ コマーク事業実施要領」 に基づき、 新規選定

のエ コマーク商品類型、認定基準案など、 エコマーク事業に

関する情報を提供し ています。
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特別報告 エコマーク対話集会２００４開催 (２)

●循環型社会の構築に向けた取り組み

　 循環型の社会を構築 し てい く ため に は、 ごみの発生

段階、 排出段階、 処理段階のそれぞれに おけ る取 り 組

み を充実さ せてい く 必要があ り ます。

　 まず、 ごみの発生抑制に向けては、 事業者がごみに

な り に く い商品の開発 ・ 販売 に努め る こ と が重要で

す。 一方、 消費者サイ ド に おいては、 こ う し た商品を

選択し た り 、 購入 し た商品を大切に長 く 使 う と い う 行

動が求め ら れます。

　 次に、使用済みとな っ た商品が排出された段階では、

事業者に よ る回収 ・ 再資源化の推進が求め ら れ ます。

現在、 家電製品、 パ ソ コ ン、 自動車な ど に関し 事業者

に よ る回収が義務づけ ら れてい ますが、 それ以外の製

品分野に お いて も回収 ・ 再資源化を進めてい く こ と が

期待さ れます。 ま た、 地域の コ ミ ュ ニテ ィ に よ る ごみ

の回収や フ リ ーマーケ ッ ト 、 個人間の リ ユースな ど も

重要な取 り 組みだ と い え ます。

　 こ れ ら の方法で回収 ・ 再利用 さ れなか っ た ごみに関

し ては、 市町村に よ る資源ごみの回収、 分別収集等が

行われます。 さ ら に、 ごみの中間処理や焼却処理な ど

の段階で、 さ ま ざ ま な資源やエネルギー と し て再利用

が行われます。 こ う し たプ ロ セス の結果、 最終的に残

っ た も のが埋立処分 さ れ る わけですが、 処分場の埋立

が完了し た段階で自然に も ど し た り 、 公共用地と し て

有効利用する と い っ た可能性が考え ら れます。

　 こ の よ う に、 ごみの発生か ら 最終処分ま での各段階

に おけ る取 り 組み を強化する こ と に よ り 、 循環型社会

を目指し てい く こ と が求め ら れてい る と い え ます。

●「３ つの柱」 と 「３ つの市民」

　 循環型社会を構築する ため に は、 「３ つの柱」 と 「３

つの市民」 と い う 視点が重要に な る と考え ら れます。

　 柱の １ つ目は経済です。 現状では リ サイ ク ル を行 う

と多 く の コ ス ト がかか る と い っ たケースが見 ら れます

が、 こ の よ う に経済を ベース に リ サイ ク ル を考え る の

ではな く 、 リ サイ ク ル を支え る ための経済の仕組み を

構築 し て い く と い う 視点が必要だ と い え ま す。 ま た、

市場メ カニズム に委ねてい たのでは循環型のシ ステム

の構築が難し い場合に は、 政策を通じ て こ う し た方向

に誘導し てい く こ と も必要だ と い え ます。

２ 番目の柱は技術です。 産業界に お い ては、 こ れ ま

で生産のための技術の開発に重点が置かれてき ま し た

が、 こ れか ら は、 も の を大切にする技術、 改良する技

術、 廃棄物を少な く する技術な ど の開発に、 よ り 一層

力を入れてい く 必要があ り ます。

３ つ目の柱 と し て、 職場、 学校、 地域社会な ど の コ

ミ ュ ニテ ィ の活動が重要であ る と考え ら れます。 最新

の技術や大規模設備で リ サイ ク ル処理を行 う だけでな

く 、 多少手間がかか っ て も、 地域の構成員の協力や参

加に よ り 問題を解決 し てい く こ と で、 住民相互のつな

が り が強ま っ た り 、 高齢者の活動の場ができ る な ど、

さ ま ざ ま な メ リ ッ ト が生まれてき ます。

３ 月 １９ 日に大阪会場 （ク レ オ大阪西）、 ３ 月 ２６ 日に東京会場 （星陵会館） に て、 標記のテーマ に よ る エ コ マー ク

対話集会を開催し ま し た。 前号では、 大阪会場での基調講演に つ いて報告 し ま し たが、 今号では、 東京会場に おけ

る寄本勝美  早稲田大学教授に よ る基調講演な ら びに対話集会の概要を紹介し ます。

寄本勝美

早稲田大学教授

消費者の視点からグリーン商品の普及を考える
―商品流通段階でできる こ と―

〈東京会場〉

基調講演 「リサイクル社会の建設と エコマークの役割」

早稲田大学 政治経済学部教授 　 寄本勝美氏
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　 以上の 「３ つの柱」 を支え、 実際の活動を推進する

主体と し て 「３ つ市民」 の存在があ る と考え ら れます。

１ つ目は生活者市民。 すなわ ち、 住民あ る い は消費者

と 呼ばれ る も のです。 ２ 番目は企業市民です。 企業 も

市民と し ての意識を よ り 明確に も ち、 地域社会に貢献

し てい く こ と が ますます求め ら れ る よ う に な っ てきて

い ます。 そ し て ３ つ目 と し て公務員市民、 あ る いは行

政市民と い う も のが挙げ ら れ ます。 公務員がよ り 市民

的な感覚を持 っ て仕事をする こ と に よ り 、 地域や住民

のニーズに的確に応えてい く こ と が期待さ れます。

　 生活者市民、 企業市民、 公務員市民が社会の中で積

極的に活動 し てい く と と も に、 こ れ ら ３ つの市民の役

割を組み合わせる こ と に よ り 循環型社会を実現し てい

く よ う な政策が求め ら れてい る と い え ます。

●エコマークの機能と課題

　「３ つの柱」 と 「３ つの市民」 に よ り 循環型社会を目指

し てい く 上で、 エ コ マー ク は非常に重要な役割を担 っ

てお り 、 こ う し た観点か ら 、 エ コ マー ク の位置づけ、

エ コ マー ク への期待、 エ コ マー ク が抱え る課題に つ い

て考えてみた い と思い ます。

　 エ コ マ ー ク 商品は多 く の分野 に 広が っ て き ま し た

が、 普及と い う 面ではやや頭打ち の状況に あ る の も事

実です。 エ コ マー ク商品を さ ら に普及さ せてい く ため

に は、 例えば、 原料や半製品な ど の よ う に最終製品の

前の段階に お いて事業者間で取引 さ れる も のや、 高級

品と呼ばれる よ う な製品分野に対象範囲を広げてい く

こ と な ど も、 検討の余地があ る のではな いか と考えて

い ます。

　 ま た、 先に述べた ３ つの市民を つな ぐ媒体と し ての

エ コ マー ク の役割が、 今後 さ ら に重要に な っ て く る と

考え ら れます。 企業は商品を通 じ て消費者と の接点を

も っ てい る と い え ますが、 エ コ マー ク認定商品を市場

に供給する こ と に よ っ て、 環境に対する企業の考え方

や取 り 組み を消費者に ア ピ ールする と と も に、 消費者

か ら の フ ィ ー ド バ ッ ク を商品開発に活か し てい く こ と

が期待さ れます。

　 リ サイ ク ルの推進に あ た っ ては、 素材と し てのマテ

リ アル リ サイ ク ル を進めてい く こ と が重要ですが、 再

生さ れた素材が有効に活用 さ れ る ため に は、 こ れ ら を

使 っ た商品が市場に提供 さ れ、 消費者に よ っ て購入さ

れる必要があ り ます。 こ う し た資源循環を促進し てい

く 上で、 エ コ マー ク が大き な役割を果たす と考え ら れ

ます。 こ れま で リ サイ ク ルに おいては、 廃棄物と し て

排出さ れた資源を いか に集め る か、 と い う こ と が中心

課題に な っ てい ま し たが、 資源を いかに使 う か と い う

こ と に重点を置き、 再生素材等の利用や リ サイ ク ル製

品の購入が拡大 し ていけば、 集め る ほ う の課題は自ず

と解決し てい く も の と思われます。

　 環境問題への取 り 組み推進や循環型社会の構築に向

けては、 「参加感」 と い う も のが非常に重要だ と い え

ます。 環境に配慮 し た商品を購入する こ と は、 こ れ ら

の商品やそれを生産 ・ 販売する企業に一票を投じ てい

る こ と を意味 し、 こ う し た行動を通じ て、 自分も循環

型社会の構築に参加 ・ 貢献 し てい る と い う 意識が生ま

れて く る と考え ら れ ます。 こ の よ う な仕組み を整備 し

てい く 上で、 エ コ マー ク は重要な役割を果たす こ と が

でき る と思われ ます。

　 ア ン ケー ト 調査の結果を見る と、 エ コ マー ク の認知

度は ９０ ％程度 ま で高ま っ て き ま し たが、 信頼度 と い

う 点では必ず し も 高い水準 に あ る わ け で は あ り ま せ

ん。 今後、 事業者や消費者の信頼度を さ ら に高めてい

く こ と が、 エ コ マー ク の機能を向上さ せ、 エ コ マー ク

商品を社会に普及 さ せてい く こ と に つなが る と考え て

い ます。

●「役割相乗型社会」 とエコマークに期待される役割

　 循環型社会の実現に向けては、 社会を構成する各主

体が積極的な取 り 組み を進め る と同時に、 こ う し た努

力を を う ま く 掛け合わせる こ と に よ っ て、 よ り 大き な

成果を生み出 し てい く こ と が重要だ と い え ます。 こ の

場合の効果と い う のは、 物理的な側面だけでな く 、 精

神的な充実度やや り がい な ど も 含めた も ので あ り 、 ３

つの市民の役割を う ま く 掛け合せ、 大きな効果を生み

出し てい る社会を、 私は 「役割相乗型社会」 と呼んで

い ます。 そ し てエ コ マー ク も、 役割相乗型社会を構築

する ための も のであ る と考えてい ます。

　 エ コ マー ク に は、 人 と人 と を つな ぐ媒体機能、 コ ミ

ュ ニケーシ ョ ン を促進 さ せる機能、 人を感激 ・ 感動 さ

せる機能、 一体感 ・ 連帯感を生み出す機能な ど、 さ ま

ざ ま な機能があ り ます。 し たが っ て、 環境に配慮し た

商品の普及や リ サイ ク ルの促進 と い う 側面のみか ら エ

コ マー ク を と ら え る のではな く 、 社会の あ り 方を変え

てい く 重要な ツール と し て認識 し 、 今後の取 り 組み を

進めてい く こ と が重要であ る と い え ます。

【寄本勝美氏プロ フ ィ ール】

早稲田大学政治経済学部教授。 生活環境審議会、 中

央環境審議会、 経済審議会、 東京都清掃審議会な ど

の委員を歴任さ れ、 廃棄物学会を は じ め多方面で活

躍 さ れて い る 。 「自治の現場 と 参加」 （学陽書房）、

「ごみ と リ サイ ク ル」 「 リ サイ ク ル社会への道」 （岩波

新書）、 「地球時代の環境政策」 （編著、 ぎ ょ う せい）

な ど著書多数。
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●流通段階における取り組みの充実

原　 環境配慮商品やエ コ マー ク商品を普及さ せてい く

ため に は、 生産者や消費者の取 り 組みに加え、 両者の

間に位置する流通段階に おいてい ろ い ろ と工夫でき る

部分があ る のではな いか、 と い う 観点か ら 議論を進め

てい き た い と思い ます。

　 消費者サイ ド か ら は、 環境配慮商品を購入し よ う と

思 っ て も店舗に置いていない、 あ る いはなかなか見つ

か ら な い と い う 声がよ く 聞かれ ます。 まず こ の よ う な

点に関し 、 それぞれの立場で ど の よ う な認識を も っ て

お ら れる か、 お話 し い ただけ ますで し ょ う か。

中沢　 コ ープ と う き ょ う の店舗で販売し てい る日用雑

貨品約 ３,０００ 品目の う ち、 エ コ マー ク 商品は ６０ 品目

で ２ ％、 取扱い商品全体に対 し ては ０ ％ に近い水準に

と ど ま っ てい ます。 こ のため、 消費者の目に つ く こ と

が非常に少な い状況に あ り ます。 日用雑貨品に関し て

は、 ト イ レ ッ ト ペーパー、 紙おむつ、 ラ ッ プ、 ホ イル

な ど、 購入頻度の高い商品分野に お いてエ コ マー ク認

定商品が増えてい く と、 消費者も よ り 身近に感じ る よ

う に な る のではな いか と考えてい ます。

　 生協では独自ブ ラ ン ド の コ ープ商品に お いて、 安全

に関する自主基準に加え、 環境配慮に つ いて も ミ ニマ

ム ス タ ン ダー ド を設け、 マー ク を付けて推奨し てい ま

す。 日用雑貨品の う ち環境配慮商品の数は現在約 ２００

品目 と な っ て い ま すが、 そ の中でエ コ マ ー ク 商品は

１５ 品目程度に と ど ま っ てお り 、 日本生協連ではエ コ

マー ク認定商品の拡大に向け検討を始めてい る と聞い

てい ます。

上山　 イ オ ン では商品の環境配慮充実に向け、 プ ラ イ

ベー ト ブ ラ ン ド 「 ト ッ プバ リ ュ」 の育成、 販売拡大に

努めてい ます。 「 ト ッ プバ リ ュ」 に おいては 「５ つの こ

だわ り 」 と し て具体的な数値基準を設定 し て い ます。

ま たサブブ ラ ン ド と し て、 リ サイ ク ル と い う 観点か ら

徹底 し て環境配慮を追求 し た 「共環宣言」、 自然環境

と健康を重視 し た食品 「グ リ ー ン ア イ」 な ど を設けて

い ます。 こ の他、 エ コ ロ ジー と フ ァ ッ シ ョ ン性の両方

を追求 し たブ ラ ン ド 「ＳＥＬＦ ＋ ＳＡＲＶＩＣＥ」 の展開 も

進めてい ます。

　 残念なが ら 今の日本の市場では、 環境配慮と い う 視

点のみか ら 商品を開発 し て も なかなか支持さ れな い と

い う 状況に あ り 、 通常の商品 と同等以上の付加価値を

付けてい く こ と が必要だ と考えてい ます。 人と人、 人

と商品、 人と企業の いずれの関係に お いて も、 信頼 と

い う も の を地道に築いてい く こ と が重要であ り 、 こ の

よ う な観点か ら 、 お客様に信頼 さ れる ブ ラ ン ド の確立

に力を入れてい ます。

砂川　 全国展開 し てい る大手の流通業者に比べ、 一般

の小売店や中小規模の事業者に お いては、 環境配慮商

品の普及に取 り 組む こ と が難 し い側面があ り ます。 私

が住んでい る地域の スーパーでは以前、 環境配慮商品

専門の コ ーナーが設置 さ れてい たのですが、 残念な こ

と に、 し ば ら く し てその コ ーナーがな く な っ て し ま い

ま し た。 中小の小売店で も環境に配慮し た商品を継続

的に取扱 っ ていけ る よ う にする ため に は、 こ う し た事

業者の声を的確に吸い上げ、 メ ー カーな ど と の連携を

図 っ てい く こ と が重要なポ イ ン ト だ と考えてい ます。

　 環境に対する意識が高い消費者は ま だ少数派で、 環

　後半の対話集会に お いては、 環境に配慮 し た商品の普及に向けた流通段階の工夫、 消費者の意識と行動のギ ャ ッ

プ、 グ リ ー ン コ ン シ ュ ーマーの育成な ど のテーマ に関 し 、 会場の参加者も交え活発な意見交換が行われま し た。 パ

ネ リ ス ト の方々 か ら は、 それぞれの団体、 企業の取 り 組み を踏ま え た話題提供や提言がな さ れま し た。 ま た会場か

ら も、 消費者の意見の フ ィ ー ド バ ッ ク、 環境配慮の必要性に関する合意形成、 エ コ マー ク の取 り 組み状況、 ＰＲ活動

の充実な ど に関する意見 ・ 質問が出 さ れ、 有意義なデ ィ ス カ ッ シ ョ ンが行われ ま し た。 （以下、 敬称略）

対話集会

「消費者の視点からグ リーン商品の普及を考える　―商品流通段階でできる こ と―」

　 　 　 　 　 　 コーデ ィ ネーター 　 　 原 　 早苗氏 （埼玉大学非常勤講師）

　 　 　 　 　 　 パネ リ ス ト 　 　 　 　 　 有田芳子氏 （全国消費者団体連絡会）

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 上山静一氏 （イオン(株)）

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 砂川明美氏 （(社)全国消費生活相談員協会）

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 中沢寿子氏 （生活協同組合コープ と う き ょ う）

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 西垣内義則氏 （ＮＰＯ 法人グ リーン コ ンシューマー東京ネ ッ ト ）
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境配慮商品を集めた コ ーナーな ど があ っ て も、 多 く の

人はあ ま り 関心を示 し ません。 し たが っ て、 こ う し た

売場を設け る際に は、 環境の側面を ア ピ ールする だけ

でな く 、 小ぎれい さ や楽 し さ な ど一般の消費者の興味

を引 く よ う な工夫が必要であ る と思い ます。

有田　 エ コ マー ク商品を は じ め環境に配慮し た商品は

ま だ数が少な く 、 店頭で探そ う と し て も なかなか見つ

か ら な い と い う のが現状です。 例えば、 省エネ型の家

電製品な ど に も エ コ マー ク商品が広が っ ていけば、 消

費者の関心も高ま っ てい く のではな いで し ょ う か。

　 再生素材を使用 し た衣料品な ど は、 品質がかな り よ

く な っ てき ま し たが、 フ ァ ッ シ ョ ン性と い う 面では ま

だ改善の余地があ る と思い ます。 ユニ フ ォ ームな ど で

あれば、 再生 ＰＥＴ を使用 し て い る と い う こ と で利用

さ れて も、 一般の衣料の場合はそれだけでなかなか購

入さ れに く い のではな いか と思われます。

　 エ コ マー ク に関 し ては、 ラ イ フ サイ ク ルの視点を導

入す る な ど認定基準の見直 し が行われて き ま し たが、

こ う し た取 り 組みや認定の仕組みが消費者に十分に知

ら れてお ら ず、 よ り 一層情報提供に努めてい く こ と が

必要であ る と考えてい ます。

西垣内　 現在、 市場に出てい る エ コ マー ク商品と い う

のは、 ど ち ら か と い う と法人向けの分野が中心と な っ

て い る よ う に 思わ れ ま す。 例 え ば、 眼鏡や腕時計、

靴、 家電製品な ど、 日常的に使 う 商品に お いてはエ コ

マー ク商品が少な く 、 ま た スーパーや コ ン ビ ニな ど に

行 っ て も 、 ほ と ん ど 目 に す る こ と がな い のが現状で

す。 消費者に と っ て身近な と こ ろ でエ コ マー ク商品を

多 く 見 ら れる よ う な状況に な ら な い と、 認識の向上や

消費行動に つなが っ ていかな い と思い ます。

　 ま た消費者の多 く は、 環境 ラ ベルやエ コ マー ク と い

う も の を漠然と知 っ てはい る も のの、 さ ま ざ ま な自己

宣言型の ラ ベルな どが存在する中で、 き ち ん と区別し

て理解 し て い な い人 も 多 い よ う です。 こ う し た状況

が、 環境配慮商品に対する認識や実感を薄めてい る面

も あ る のではな いか と思われ ます。

●意識と行動のギャッ プを埋めるために

原　 消費者に対する ア ン ケー ト 調査な ど では、 購買行

動に お いて環境配慮を意識する人が高い比率を示し て

い る の に対し 、 実際の消費の現場では こ う し た行動を

取る人は少数に限 ら れてお り 、 両者の間に非常に大き

なギ ャ ッ プが見 ら れ ます。 こ の よ う な状況お よび改善

のための方策に つ いて意見を伺わせてい ただけ ますで

し ょ う か。

砂川 　 例え ば消費者 に 対す る ア ン ケ ー ト な ど に お い

て、 「環境に配慮 し た買い物を し よ う と し てい ますか」

と聞かれた ら 、 実際の行動に関わ ら ず、 多 く の回答者

が 「 し てい ます」 と答えて し ま う のではな いか と思い

ま す。 し たが っ て、 こ う し た調査結果のみか ら ７～８

割の人が環境に対する高い意識を も っ てい る と い っ た

と ら え方を し てよ い のか、 と い う 問題があ り ます。

　 よ り 多 く の消費者に環境に配慮 し た購買行動を促 し

てい く ため に は、 具体的な形での ア ピ ールが必要であ

る と思い ます。 ど の よ う な面で環境に良い影響があ る

のか、 ま た消費者がその商品を購入する こ と に よ っ て

何 ら かの満足が得 ら れ る と い う こ と が分か る よ う に、

店頭でき ち ん と し た説明をする こ と が重要です。 ま た

エ コ マー ク に関 し ては、 よ り 目立つ よ う な表示の工夫

も必要なのではな いか と思い ます。

有田　 環境問題への取 り 組みは、 １９９０ 年代以降盛 り

上が り を見せま し たが、 最近では 「も う あ る程度や っ

てい る か ら 」 と か、 「 こ れ以上はできな い」 と い っ た よ

う に、 やや下火に な っ て き た面があ る と 思われ ます。

ま た、 生活の全ての側面に おいて環境配慮を徹底さ せ

る のはなかなか難 し い ため、 無理を し な い範囲で取 り

組む と い う 考え方も出てき てい ます。

　 最近で は、 企業 を 退職 さ れた方な ど が環境関連の

ＮＧＯ や ＮＰＯ に参加 さ れ る ケース も増え てき てお り 、

市民参加の形に も変化が表れてき てい ます。 環境配慮

商品の普及に おいて も こ う し た動き を と ら え、 対象商

品分野の拡大やき め細かな情報提供を行 う こ と が、 取

り 組みの広が り に つなが る のではな いで し ょ う か。

上山 　 例 え ば レ ジ 袋の削減 に つ い て見て み ま す と 、

ヨ ー ロ ッ パではすで に マ イ バ ッ グ の持参が ７０ ％台に

達し てお り 、 ラ イ フ ス タ イル と し て定着し 、 それが格

好い い と い う 状況が生まれてい ます。 日本に お いて も
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マ イバ ッ グ運動や レ ジ袋削減の取 り 組みが進め ら れて

お り 、 当社で も地道な活動を続けてい ますが、 持参率

は平均で ８.５ ％程度に と ど ま っ てい ます。

　 わが国では、 食品の ト レ ーサビ リ テ ィ の よ う な問題

に対し ては企業に厳格な対応を求め る一方、 レ ジ袋の

有料化や課税に対 し ては、 多 く の消費者が前向きな姿

勢を も っ てい ません。 環境への取 り 組み を進め る上で

は、 こ う し た意識や社会的な背景な ど の違い も考慮す

る必要があ る のではな いか と思い ます。

中沢　 商品の中で も食品に関 し ては、 安全性やア レ ル

ギー物質の使用状況、 有機栽培な ど の表示に関する規

制が厳し く な り 、 メ ー カーや流通事業者の対応も進ん

できてい ます。 こ う し た表示に対する消費者の信頼度

も高ま っ てきてお り 、 表示内容を参考に し なが ら 商品

を選ぶケースが多い のではな いか と思い ます。

　 一方、 環境に関する表示は任意の制度に な っ てい る

ため、 ラ ベルが付いていな い商品が、 環境負荷が大き

く て認定を受け ら れな い のか、 それ と も基準を満た し

てい る が認定を受けていな い も のなのか、 消費者は分

か ら な いわけです。 こ う し た任意性と い う 側面が、 環

境ラ ベルに対する消費者の信頼度や、 意識と行動のギ

ャ ッ プ に つなが っ てい る のではな いか と思い ます。

　 環境価値の表示 と い う のは規制に はな じ ま な い面も

あ り ますが、 信頼でき る環境表示の確立に向け、 すべ

ての メ ーカーや流通事業者が参加する よ う な仕組み を

つ く る こ と が重要であ る と思 っ てい ます。

●環境に配慮し た消費行動の広がりに向けて

原　 環境に配慮 し た商品が市場に普及し てい く ため に

は、 やは り 消費者が変わ っ てい く 必要があ る のではな

いか と思い ます。 今後、 環境に配慮し た購買行動を と

る消費者が増え てい く ため に は、 ど の よ う な視点や取

り 組みが求め ら れ る のか と い う こ と に つ いて、 ご意見

を伺い た い と思い ます。

西垣内　 環境ラ ベルの も つ意味 と い う も のが、 ま だ ま

だ消費者 に 十分 に 理解 さ れて い な い よ う に 思われ ま

す。 われわれ と し て も、 行政 と協力し て こ う し た点を

伝え る活動に力を入れ、 学校教育の中で実施する こ と

な ど も検討し てい き た い と思 っ てい ます。

　 消費者が毎日の購買行動を行 う 場は店舗であ り 、 店

長や店員の方が環境配慮や環境 ラ ベルの意味を十分に

理解 し 、 ＰＯＰ やチ ラ シ な ど に分か り 易 く 記載す る よ

う に なれば、 消費者が日常生活の中で教育さ れる環境

がつ く ら れる と思い ます。

　 ま た、 エ コ マー ク に関 し ては、 各国の環境ラ ベル制

度と連携を図 り 、 国際的な視点か ら 取 り 組み を強化 し

てい く こ と が重要ではな いか と考えてい ます。

中沢　 例えば コ ープ と う き ょ う の店舗では、 食品用 ラ

ッ プ に関し 、 塩化ビ ニル素材の商品の棚に 「 こ の ラ ッ

プは燃やす と塩素系のガ スが出ます」 と い う 表示を し

て販売 し て い ま す。 そ う す る と 、 おお よ そ ９５ 対 ５ の

割合で、 非塩ビ系のポ リ エチ レ ン等の ラ ッ プの方が売

れる んです。 だか ら と い っ て、 塩ビ素材の ラ ッ プ を店

頭に置かな い と い う のではな く 、 お客様の選択の自由

と い う 点を重視 し、 き ち ん と し た情報を提供し た上で

両方の商品を販売 し てい ます。

　 こ の よ う に、 お客様が商品を購入する際に分か り や

す く 正確な表示がな さ れてい る こ と が、 グ リ ー ン コ ン

シ ュ ーマー を増や し てい く 上で最も重要な点ではな い

か と考えてい ます。

砂川　 環境教育や情報提供に関 し ては、 行政や企業、

民間団体な どが さ ま ざ ま な取 り 組み を行 っ てお り 、 そ

の中に は重複 し てい る部分も あ る よ う に思い ます。 こ

う し た取 り 組みに関する情報を公開し た り 集約する こ

と に よ り 、 お互い に有効活用でき る仕組み も考え る必

要があ る のではな いで し ょ う か。

　 ま た、 マ イバ ッ グ持参運動に関 し ては、 エ コ ポ イ ン

ト の よ う な取 り 組み を行 っ てい る店舗のほ う が、 実施

し ていな い ケース よ り 効果があが る と い う 実態が見 ら

れます。 こ う し た取 り 組み を個々 の店がバ ラ バ ラ に行

う のではな く 、 統一 し た仕組み を つ く る こ と に よ り 、

消費者の行動が促進 さ れ る も の と思い ます。

上山　 なぜ環境配慮をする のか と い う こ と に関する根

本的な議論が不足 し てお り 、 こ の点に つ いての認識が

共有化さ れな い と、 運動はその と きその と きだけで終

わ っ て継続し てい き ません。 ま た、 努力し た人や企業

が報われる仕組み を つ く る こ と が重要だ と い え ます。
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　 今後、 発展途上国の経済成長が見込まれる中で、 経

済成長と環境保全が両立する社会シ ステム を構築する

こ と が不可欠であ り 、 その中の １ つがグ リ ー ン商品の

普及であ る と考えてい ます。 イ オ ン では、 環境配慮を

は じ め と する活動に関 し社会か ら 高い評価を受け、 こ

う し た面で世界の小売業の ト ッ プ １０ に入 る こ と を目

指し 取 り 組み を進めてい き た い と考えてい ます。

有田　 さ ま ざ ま な環境 ラ ベルが存在し 、 それに よ っ て

環境に配慮し た商品の開発や購入が進んでい く こ と は

良い こ と だ と思い ますが、 やは り 共通の認証シ ステム

の よ う な も の を つ く る こ と が望ま し い のではな いか と

思い ます。 ま たエ コ マー ク に関 し ては、 他の環境ラ ベ

ルシ ステム と の相互認証な ど の連携を進めてい く こ と

が、 信頼性の向上に つなが る と考えてい ます。

　 環境配慮商品の普及に向けては、 購入者層の拡大が

不可欠であ り 、 そのため に は商品の環境配慮だけでは

な く フ ァ ッ シ ョ ン性な ど も重視 し てい く 必要があ り ま

す。 ま た、 消費者団体は情報発信に よ り 一層力を入れ

てい く 必要があ る と思 っ てい ます。

　 こ の よ う な取 り 組み を通 じ て、 消費者が日常生活の

中で気軽に環境配慮商品を購入でき る よ う な状況がつ

く ら れる こ と を期待 し た い と思い ます。

原　 「企業の努力が足 り な い」 と か 「消費者の行動が伴

っ ていな い」 と い う よ う に １ つの側面か ら 問題を と ら

え る のではな く 、 寄本先生のお話の中に あ り ま し た よ

う に、 お互い にでき る こ と を持ち寄 っ てそれを積み重

ねてい く 役割相乗型の社会を目指 し 、 環境に配慮し た

社会の実現に向け一歩ずつ前進 し てい き た い と思 っ て

お り ます。 本日は ど う も あ り が と う ご ざ い ま し た。

委員会報告／決定事項

エ コマーク類型 ・ 基準制定委員会 （第 ２９ 回）

　 第 ２９ 回エ コ マー ク類型 ・ 基準制定委員会 （委員長 ：

郡嶌  孝  同志社大学教授 ［委員長代行 ： 平尾雅彦  東

京大学大学院助教授］） が ２００４　年 ６ 月 １０ 日、 (財)日

本環境協会に お いて開催 さ れ、 審議の結果、 以下の こ

と が決ま り ま し た。

〈決定事項〉

・ エ コ マー ク 商品類型 Ｎｏ.１１１ 「木材な ど を使用 し た

ボ ー ド Ｖｅｒｓｉｏｎ２.０」、 Ｎｏ.１１４ 「紙製 の包装用材

Ｖｅｒｓｉｏｎ２.０」、 Ｎｏ.１１５ 「間伐材、 再 ・ 未利用木材な

ど を使用 し た製品 Ｖｅｒｓｉｏｎ２.０」、 Ｎｏ.１２８ 「日用品

Ｖｅｒｓｉｏｎ１.０」、 Ｎｏ.１２９ 「廃食用油再生せ っ け ん

Ｖｅｒｓｉｏｎ１.０」 お よび Ｎｏ.１３０ 「家具Ｖｅｒｓｉｏｎ１.０」 の

制定が決ま り ま し た。 （制定日 ２００４ 年 ７ 月 １ 日）

・ 既存商品類型 Ｎｏ.２ 「台所流 し 台水切 り 用三角 コ ー

ナー」、 Ｎｏ.３ 「台所流 し台水切 り 用ス ト レ ーナー」、

Ｎｏ.４ 「台所流 し台水切 り 用濾紙袋」、 Ｎｏ.５ 「廃食用

油吸収材」、Ｎｏ.１１ 「廃食用油再生せっ けん」、Ｎｏ.２０

「セル ロ ース スポ ン ジ」、 Ｎｏ.３２ 「無漂白の コ ー ヒ ー

フ ィ ル タ ー」、 Ｎｏ.３４ 「食用油ろ過器」、 Ｎｏ.３６ 「空

き缶回収機器」、 Ｎｏ.４１ 「再生パルプ を使用 し た電

気掃除機用 フ ィ ル タ ー袋」、 Ｎｏ.４３ 「家庭用ゴ ム手

袋」、 Ｎｏ.６８ 「部品の交換修理の容易な事務用お よ

び学校用椅子」、 Ｎｏ.１１１ 「木材な ど を使用し たボー

ド 」、 Ｎｏ.１１４ 「紙 製の包 装 用 材」、 お よび Ｎｏ.１１５

「廃木材・間伐材、 小径材な ど を使用し た木製品」 の

廃止が決ま り ま し た。 （廃止日 ２００４ 年 ７ 月 １ 日）

・ 第 ２９回エ コ マー ク類型･基準制定委員会に提案の あ

っ た新商品類型提案 「使用済み製品 を 再生 し た リ

ユースポ ン プ」 は、 リ ユース製品全般と し て継続検

討する こ と に な り ま し た。 今回提案の あ っ た提案概

要、 審査結果は別添 １ の と お り です。

・ エ コ マー ク審査委員会か ら 上程 さ れた、 エ コ マー ク

商品類型 Ｎｏ.１０９ 「タ イルブ ロ ッ ク Ｖｅｒｓｉｏｎ２.０」 の

認定基準を一部改定する案は承認さ れ、 改定さ れ る

こ と が決ま り ま し た。 （改定日 ２００４ 年 ６ 月 １０ 日）

・ １００ 番台のエ コ マー ク商品類型に つ いて、 契約期間

中に生産さ れた在庫品に関する エ コ マー ク下段表示

の取扱い を一部改定する案は承認さ れ、 改定さ れ る

こ と が決ま り ま し た。 （改定日 ２００４ 年 ７ 月 １ 日）

・ エ コ マー ク商品類型認定基準案の公表、 な ら びに既

存商品類型の廃止予告を行う こ とが、次ページの 「認

定基準の動き」 の と お り 決 ま り ま し た。 （制定、 廃

止予定日と も に ２００４ 年 １１ 月 １ 日）



８

エコマークニュース Ｎｏ.51

認定基準の動き （２００４ 年 ７ 月 １ 日現在）

分　 類
類型

番号
類　 型　 名 公表期間

制定/ 改定

/ 廃止日

認定

基準

パブ リ ッ ク

コ メ ン ト 等

制　 　 定 １１１ 木材な ど を使用し たボー ド Ｖｅｒｓｉｏｎ２．０

２００４.３.１～

２００４.４.２９
２００４.７.１

別添 ２

　 終　 了

１１４ 紙製の包装用材 Ｖｅｒｓｉｏｎ２．０ 別添 ３

１１５
間伐材、 再・未利用木材な ど を使用し た製品

Ｖｅｒｓｉｏｎ２．０
別添 ４

１２８ 日用品 Ｖｅｒｓｉｏｎ１．０ 別添 ５

１２９ 廃食用油再生せ っ けん Ｖｅｒｓｉｏｎ１．０ 別添 ６

１３０ 家具 Ｖｅｒｓｉｏｎ１．０
２００４.３.１５～

２００４.５.１３
別添 ７

廃　 　 止 ２ 台所流し 台水切 り 用三角コ ーナー

２００４.３.１～

２００４.４.２９
２００４.７.１ － 　 終　 了

３ 台所流し 台水切 り 用ス ト レ ーナー

４ 台所流し 台水切 り 用濾紙袋

５ 廃食用油吸収材

１１ 廃食用油再生せ っ けん

２０ セル ロ ース スポ ン ジ

３２ 無漂白の コ ー ヒ ー フ ィ ル タ ー

３４ 食用油ろ過器

３６ 空き缶回収機器

４１
再生パルプ を使用し た電気掃除機用フ ィ ル

タ ー袋

４３ 家庭用ゴム手袋

１１１ 木材な ど を使用し たボー ド

１１４ 紙製の包装用材

１１５
廃木材・間伐材、 小径材な ど を使用し た木製

品

６８
部品の交換修理の容易な事務用お よび学校

用椅子

２００４.３.１５～

２００４.５.１３

公　 　 表 － 土木製品 Ｖｅｒｓｉｏｎ１．０
２００４.７.１～

２００４.８.２９
２００４.１１.１ 別添 ８ 　 受付中

廃止予告 ２２ 使用済タ イ ヤ ・ チ ュ ーブの再生品

２００４.７.１～

２００４.８.２９
２００４.１１.１ － 　 受付中

３０ 高炉ス ラ グ微粉末、 高炉セ メ ン ト

３７ 雨水浸透型排水施設

５６ 再生舗装材

６５ 石炭灰 （フ ラ イ ア ッ シ ュ） を利用し た建材

一部改定 １０９ タ イ ル ・ ブ ロ ッ ク Ｖｅｒｓｉｏｎ２．０ － ２００４.６.１０ 別添 ９
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認定基準案の公表ならびに商品類型の廃止予告

　 前記の認定基準案の公表、 な ら びに既存商品類型の

廃止予告に関し て、 ２００４ 年 ７ 月 １ 日 （木） よ り ８ 月 ２９

日 （日） ま で意見の受付 を行い ま す。 意見の受付に つ

いては下記を ご参照下 さ い。

「認定基準案公表ならびに商品類型の廃止に関する意見の受付について」

(1) 郵送および ＦＡＸ による受付

　・ 住所、 氏名、 性別、 職業、 連絡先、 電話番号、

ＦＡＸ 番号

　・ 意見を述べ る エ コ マー ク商品類型の認定基準名

　・ 上記認定基準に つ いての意見の要旨

を書面 （Ａ４） に て、 ２００４ 年 ８ 月 ２９ 日 (日) (同日消

印有効) ま でに下記宛に お送 り 下 さ い。

　 (財)日本環境協会  エ コ マー ク事務局

　 〒 １０６-００４１  東京都港区麻布台 １-１１-９

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 プ ラ イ ム神谷町ビル ２ 階

ＴＥＬ : ０３-５１１４-１２５５ ＦＡＸ : ０３-５１１４-１２５７

(2) Ｅ-ｍａｉｌ による受付

　・ 住所、 氏名、 性別、 職業、 連絡先、 電話番号、

ＦＡＸ 番号、 Ｅ-ｍａｉｌ ア ド レ ス

　・ 意見を述べ る エ コ マー ク商品類型の認定基準名

　・ 上記認定基準に つ いての意見の要旨

を Ｅ-ｍａｉｌ に て、 ２００４ 年 ８ 月 ２９ 日 (日) １７ : ００ ま

でに下記宛に お送 り 下さ い。

（なお添付フ ァ イ ル を送付さ れ る場合は、ＭＳ-ＷＯＲＤ、

一太郎、 エ ク セルでお願い し ます）

　　Ｅ-ｍａｉｌ　 〔ｅｃｏｍａｒｋ＠ｊａｐａｎ．ｅｍａｉｌ．ｎｅ．ｊｐ〕

重要なお知らせ

エ コマーク商品類型 Ｎｏ.１１２ 「文具製品 Ｖｅｒｓｉｏｎ１.０」 および Ｎｏ.１１３ 「包装用紙

Ｖｅｒｓｉｏｎ２.０」 制定の延期について

　 エ コ マー ク商品類型Ｎｏ.１１２ 「文具製品Ｖｅｒｓｉｏｎ１.０

（認定基準案）」 お よび Ｎｏ.１１３ 「包装用紙 Ｖｅｒｓｉｏｎ２.０

（認定基準案）」 は、 公開 し た認定基準案に寄せ ら れた

ご意見を踏ま え再度審議 し 、 ７ 月 １ 日付けで制定を実

施する予定で し たが、 現在、 ワ ーキ ン ググループ に お

いて継続審議中であ る ため、 制定日を延長し ます。 し

たが っ て、 廃止予告を行 っ てい た現行の商品類型 Ｎｏ.

１１２ 「紙製の事務用品」 お よ び Ｎｏ.１１３ 「包装用の用

紙」 認定基準は、 それぞれ新 し い認定基準が制定さ れ

る前日ま で有効期限を延長 し ます。

エ コマーク商品類型 Ｎｏ.１１６ 「節水型機器」 有効期限の延長について

　 現行の エ コ マ ー ク 商品類型 Ｎｏ.１１６ 「節水型機器」

は、 本年 ９ 月 １ 日で制定よ り ５ 年を経過する ため、 認

定基準の見直し を実施する予定で し たが、 現在、 ワ ー

キ ン ググループ に おいて継続審議中であ る ため、 新 し

い認定基準 （Ｖｅｒｓｉｏｎ２.０） が制定 さ れる前日ま で有効

期限を延長し ます。
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エ コマーク下段表示の取扱いについて

１００ 番台のエ コ マー ク商品類型に つ いて、 新認定基

準で契約を取 り 直 し た場合に おけ る既認定商品の既契

約期間中に生産 さ れた在庫品に関する エ コ マー ク下段

表示の取扱い を、 以下の と お り 改定し ます。

１. エ コ マー ク商品類型 （１００ 番台） の個別の認定基準書を、 以下の と お り 改定する。 （太字下線部分を追加）

２. 改定日 ２００４ 年 ７ 月 １ 日

（商品類型 Ｎｏ.１１１ 「木材な ど を使用 し たボー ド Ｖｅｒｓｉｏｎ２.０」 の記載例）

…… （略） …… 環境情報表示は、 左揃え の二段表示を矩形枠で囲んだ も の と し 、 一段目に 「木質部に再 ・ 未

利用材を １００ ％使用」 二段目に実施し た試験方法に よ り 「ホルム アルデ ヒ ド 放散量平均値０.３ｍｇ／ｌ以下」 と

記載する こ と。 なお、 既認定商品の既契約期間中に生産さ れた在庫品に限っ ては、 本商品類型のマー ク 下段

表示に お いて も、 原則と し て新契約日か ら １ 年間を期限と し て、 こ れま で ど お り のマー ク 下段表示お よびそ

の認定番号を記載する こ と も 可と する。

＊ ただ し、 個別の認定基準書に別途エ コ マー ク下段表示の取扱い の記載事項があ る場合に は、 それに従 う こ

　 と と する。

エ コマーク料金体系の改定に係る説明会 開催のご案内

　 エ コ マー ク認定商品保有企業様を対象に し た標題の

説明会を、 以下の と お り 開催 し ます。 本説明会は、 来

年 ４ 月のエ コ マー ク料金体系の改定実施に先立ち、 エ

コ マー ク使用料の算定基準お よび支払方法等の内容に

つ いて、 補足的に ご説明 さ せてい ただ く も のです。

開催地 日  時 （開場は開始時間の ３０ 分前） 場　 　 所

岡　 山 ７ 月 ２２ 日 （木） １４ ： ００～１６ ： ００
岡山国際交流セ ン タ ー  国際会議場

（岡山市奉還町 ２-２-１）

福　 岡 ７ 月 ２３ 日 （金） １４ ： ００～１６ ： ００
福岡県中小企業振興セ ン タ ー　４０３ 会議室

（福岡市博多区吉塚本町 ９-１５）

大　 阪 ７ 月 ２９ 日 （木）
第 １ 回　１０ ： ００～１２ ： ００

第 ２ 回　１４ ： ００～１６ ： ００

ＡＴＣ グ リ ーン エ コ プ ラ ザ  ビ オ ト ーププ ラ ザ

（大阪市住之江区南港北 ２-１-１０　ＡＴＣ ビ ル　ＩＴＭ棟 １１ 階）

名古屋 ７ 月 ３０ 日 （金） １４ ： ００～１６ ： ００
名古屋市消費生活セ ン タ ー  第一研修室

（名古屋市中区栄 １-２３-１３　伏見 ラ イ フ プ ラ ザ １２ 階）

東　 京 ８ 月 ３ 日（火）
第 １ 回　１０ ： ００～１２ ： ００

第 ２ 回　１４ ： ００～１６ ： ００

内幸町ホール

（東京都千代田区内幸町 １-５-１）

札　 幌 ８ 月 ６ 日（金） １４ ： ００～１６ ： ００
北海道環境サポー ト セ ン タ ー  多目的ホール

（札幌市北区北 ７ 条西 ５-５　札幌千代田ビ ル １ 階）

【開催日程および場所】

【申込方法】

ＦＡＸ （０３-５１１４-１２５７） か Ｅ-ｍａｉｌ （ｓｅｔｓｕｍｅｉｋａｉ＠ｊａｐａｎ．ｅｍａｉｌ．ｎｅ．ｊｐ） で、 ①参加希望開催地名 （東京、 大阪は

開催回も記入）、 ②貴社名、 ③参加さ れ る方の代表者名 と代表者を含む参加人数、 ④ご連絡先電話番号、 ⑤ ＦＡＸ 番

号を明記の上、 ７ 月 ２０ 日 （火） １７ 時ま でに お申込 く だ さ い。

※勝手なが ら 、 お申込状況に よ り 、 日時 ・ 会場の変更や他会場 と の統合を お願いする場合も ご ざ い ますので、 予め

　 ご了承 く だ さ い。

【問合せ先】

(財)日本環境協会  エ コ マー ク事務局  普及課 「説明会」 係

ＴＥＬ　０３-５１１４-１２５５　 Ｅ-ｍａｉｌ  ｓｅｔｓｕｍｅｉｋａｉ＠ｊａｐａｎ．ｅｍａｉｌ．ｎｅ．ｊｐ
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お知らせ

世界エコ ラベリ ングネッ ト ワーク （ＧＥＮ） の動き

◆年次総会を日本で開催し ます

　 世界の タ イ プ Ｉ 環境 ラ ベルで組織 さ れ る世界エ コ ラ

ベ リ ン グネ ッ ト ワ ー ク （ＧＥＮ） の会員総会を、 １０月５

日 （火） ～９ 日 （土） に東京で開催 し ま す。 総会で は、

年度計画な ど の重要な事項を話 し 合 う ほか、 エ コ ラ ベ

ル制度を立ち上げ る団体な ど を主に ア ジ ア各国か ら 招

聘し 、 セ ミ ナー も行い ます。

◆「第 １ 回グ リ ーン購入世界会議 ｉｎ 仙台」 において

ＧＥＮ による特別分科会を開催し ます

１０ 月 ６ 日 （水） に は、 仙台市 と グ リ ー ン購入ネ ッ ト

ワ ー ク （ＧＰＮ） で共催さ れる 「第 １ 回グ リ ー ン購入世

界会議 ｉｎ 仙台」 に お い て、 ＧＥＮ に よ る特別分科会を

ＧＰＮ と共同で開催し ます。

　 こ のセ ッ シ ョ ン では、 ド イ ツ ・ ブルーエ ン ジ ェルや

北欧 ノ ルデ ィ ッ ク ス ワ ン、 ＥＵ フ ラ ワ ー、 中国環境表

示、 韓国環境マ ー ク それぞれの担当者 を 海外か ら 迎

え、 各制度の現状や今後の展開、 な ら びに相互認証の

動向な ど に つ いて講演を行い ます。 ま た、 イ ン ド ネ シ

ア に おけ る タ イ プ Ｉ 環境 ラ ベルの開発状況な ど の最新

情報も盛 り だ く さ んです。 是非ご参加 く だ さ い （事前

参加申込制）。 入場は無料です。

詳し く はホームページ を ご覧下 さ い。

〈ｈｔｔｐ ：//ｗｗｗ.ｉｃｓ-ｉｎｃ.ｃｏ.ｊｐ/ｉｃｇｐｓ/〉

エ コマーク商品紹介リーフ レ ッ ト 「発見！あなたの身近に

エ コマーク」 シ リーズに第 １１ 号 「消火器」 が出ま し た

　 エ コ マー ク商品の背景に あ る環境問題や、 環境保全

上の効果な ど の情報を掲載 し たシ リ ーズ リ ー フ レ ッ ト

「発見 ！ あなたの身近にエ コ マー ク」 に、 新た に 「消火

器」 を追加し ま し た。

子ど も向けワークブッ ク 「エコマークをみつけてみよ う ！（第４巻） 」 が完成しました

　 小学生を対象 と し た ワ ー ク ブ ッ ク 「エ コ マー ク をみ

つけてみ よ う ! （第 ４ 巻）」 が完成 し ま し た。 今回は、

身近な 「ペ ッ ト ボ ト ル」 と その リ サイ ク ルに つ いて採

り 上げ、 イ ラ ス ト や ク イズ を中心に、 楽し みなが ら 環

境の こ と が学べ る内容 と な っ てい ます。

子ども向けワークブ ッ ク

「エ コマーク をみつけて

みよ う！（第 ４ 巻）」

エコマーク商品紹介リーフ レ ッ ト

Ｎｏ.１１ 「消火器」
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エ コマーク商品データベース 「グ リ ーンステーシ ョ ン」 説明会

開催のご案内

(株) フ ァ イ ンが運営 し 当協会が監修する エ コ マー ク

商品デー タ ベース 「グ リ ー ン ス テーシ ョ ン」 が、 開設

３ 周年を迎え、 事業活動の状況な ど に つ いての説明会

【開催日】

東京会場 （(株)大塚商会 ３Ｆ ホール） ７ 月 ７ 日 （水）

大阪会場 （ＡＴＣ グ リ ー ン エ コ プ ラ ザ） ７ 月 ９ 日 （金）

名古屋会場 （安保ホール） 　　 　 　 　 　  ７ 月 １４日 （水）

※各会場と も事前申込制 （申込期限 ： ７ 月 ５ 日ま で）

　 参加費無料

を開催し ます。 自治体やオ フ ィ ス通販会社な ど、 利用

者の声を直接お聞き い ただけ る機会ですので、 ぜひご

参加 く だ さ い。

【問合せ先】

(株) フ ァ イ ン  エ コ事業部 　担当 ： 山内 ・ 徳野

ＴＥＬ  ０６-４７０４-５７２５

Ｅ-ｍａｉｌ  ｉｎｆｏ ＠ ｇｒｅｅｎｓｔａｔｉｏｎ．ｎｅｔ

ＵＲＬ  ｈｔｔｐ ：//ｗｗｗ.ｇｒｅｅｎｓｔａｔｉｏｎ.ｎｅｔ

「信州環境フ ェ ア ２００４」 出展のお知らせ （同時開催 ： エ コマーク取得相談会）

　 来た る ７ 月 １７ 日 （土）、 １８ 日 （日） の ２ 日間、 長野

市 ・ ビ ッ グハ ッ ト に て開催 さ れ る標記フ ェ ア に、 エ コ

マー ク事務局も ブース を出展い た し ます。 こ の フ ェ ア

では、 長野県内外の企業や団体が集い、 環境配慮型商

品の展示 ・ 実演 ・ 販売や、 環境全般に関する取 り 組み

な ど が幅広 く 紹介 さ れ ま す。 お近 く に お越 し の際は、

是非お立ち寄 り く だ さ い。 入場は無料です。

日 　 　 時 ： ２００３ 年 ７ 月 １７ 日 （土） １０ ： ００～１７ ： ００

１８ 日 （日） ９ ： ００～１６ ： ００

会 　 　 場 ： 長野市 ・ ビ ッ グハ ッ ト

　 　 　 　　 （長野市若里多目的ス ポーツ ア リ ーナ）

問合せ先 ： 信州環境フ ェ ア実行委員会事務局

ＴＥＬ　０２６-２３５-７１６９　

〈 同時開催 ： エコ マーク取得相談会（長野）〉

　 上記 「信州環境フ ェ ア ２００４」 の会期中、 エ コ マー ク事務局ブース に おいて 「エ コ マー ク取得相談会」 を

開催し ます。

　 　
時 　 間 ： 初日、 ２ 日目 と も に 　 ① １０ ： ００～１２ ： ００ ② １３ ： ００～１６ ： ００

　 　会 　 場 ： 「信州環境フ ェ ア ２００４」 エ コ マー ク事務局ブース

　 参加を希望 さ れ る方は、 右記の項目を明

記の う え、 ＦＡＸ に て ７ 月 ９ 日 （金） ま でに

お申込 く だ さ い。 お申込受付後、 当方よ り

ご連絡を差 し上げ ます。 なお、 申込多数の

場合や相談内容に よ っ ては、 ご相談を お受

けでき な い場合も あ り ますので、 予め ご了

承 く だ さ い。 ま た、 ご希望の日時に つ き ま

し て も 調整 さ せて い た だ く 場合が ご ざ い

ます。

①企業名 ・ 団体名　 　 　 ②ご担当者名

③ご連絡先電話番号 ・ ＦＡＸ 番号

④相談内容 （認定申込を希望さ れ る商品類型名と 、 商

　 品の具体的な内容）

⑤希望日時 （第 １ ・ 第 ２ 希望を必ずご記入 く だ さ い）

申込先 (財)日本環境協会 エ コ マー ク 事務局 認証課

　 　 　 ＦＡＸ ： ０３-５１１４-１２５７



１３

エコマークニュース Ｎｏ.51

「環境デーなごや ２００４」 出展のお知らせ （同時開催 ： エ コマーク取得相談会）

　 市民 ・ 事業者 ・ 行政の協働の も と、 環境問題に つ い

て と も に考え、 具体的な行動を実践する契機と し て開

催さ れる 「環境デーな ごや２００４」 に、 エ コ マー ク事務

局も出展し ます。 お近 く に お越 し の際は、 是非お立ち

寄 り く だ さ い。

日 　 　 時 ： ２００４ 年 ９ 月 １９ 日 （日） １０ ： ００～１６ ： ００

会 　 　 場 ： 久屋大通公園 （名古屋市中区丸の内三丁目）

問合せ先 ： 環境デーな ごや実行委員会

ＴＥＬ　０５２-９７２-２３９８

トピックス

エ コマーク事務局作成のパン フ レ ッ ト を、 ６ 月の環境月間にイ ト ー ヨ ーカ ド ー

各店舗で配布し ま し た

　 エコ マーク 事務局では ６ 月の環境月間中、 (株)イ ト

ー ヨ ーカ堂の ご協力を得て、 同社の全国約１８０店舗に

お いてパ ン フ レ ッ ト 「は じ め よ う エ コ ラ イ フ」 を配布

し ま し た。

 こ のパ ン フ レ ッ ト では、 エ コ マー ク商品の購入やご

みの分別、 レ ジ袋の辞退な ど、 お店ですぐ に実行でき

る環境を考え た行動を ＰＲ し てい ます。 ま た、 パ ン フ

レ ッ ト の ク イ ズ に 応募い た だ い た方の中か ら 抽選で

３００ 名に図書券が当た る懸賞企画 （応募締切 ： ７ 月 １５

日消印有効） も行い、 大きな反響が寄せられてい ます。

〈 同時開催 ： エコマーク取得相談会（名古屋）〉

　上記 「環境デーな ごや ２００４」 の会期中、 会場内に お いて 「エ コ マー ク取得相談会 （名古屋）」 を開催 し ま

す。

　 　
時 　 間 ： ①午前の部　１０ ： ００～１２ ： ００ ②午後の部　１３ ： ００～１６ ： ００

　 　会 　 場 ： 「環境デーな ごや ２００４」 会場内

　参加を希望 さ れる方は、 １２ ページ （エ コ マー ク取得相談会 （長野）） の項目を明記の う え、 ＦＡＸ に て ９月

３ 日 （金） ま でに お申込 く だ さ い。 お申込受付後、 ９ 月 ６ 日 （月） 以降に当方よ り ご連絡を差 し 上げ ます。

パン フ レ ッ ト

「はじめよ う エコ ラ イ フ」
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地球温暖化セ ミ ナーがイン ドネシア国内 ５ 都市で開催されま し た

海外からの報告

　 イ ン ド ネシ ア環境省 と独立行政法人国際協力機構は、 イ ン ド ネ シ ア国内に おけ る国民レ ベルでの地球温暖化

対策の普及啓発を図 る ため に、 今年度手始め に国内 ５ 都市でセ ミ ナー を開催 し て い ま す。 こ のセ ミ ナーは行

政、 企業、 ＮＧＯ、 大学、 高校の先生等を対象に ２ 日間の ス ケジ ュ ールで実施する も ので、 温暖化対策のため に

は日常の生活の中で何をすべきか と い う こ と を テーマ に し たセ ミ ナー と し ては、 おそ ら く イ ン ド ネ シ ア国内で

開催さ れた最初のセ ミ ナーです。 セ ミ ナーは イ ン ド ネ シ ア各地、 メ ダ ン市 （ス マ ト ラ島）、 バン ジ ャ ルマシ ン市

（カ リ マ ン タ ン島）、 バタ ム市 （バタ ム島、 シ ン ガポールの近 く ）、 マナ ド 市 （ス ラ ウ ェ シ島） お よびパ ン カル ピ

ナ ン市 （パ ン カル ピ ナ ン島） で開催し ま し た。

　 (社)日本消費生活ア ド バイザー ・ コ ンサル タ ン ト 協会 （ＮＡＣＳ） の環境委員長を務め ら れ、 エ コ マー ク類型 ・

基準制定委員会委員で も あ る辰巳菊子さ ん に は、 消費者 ・ 生活者の視点に基づい た日常生活に おけ る温暖化対

策に つ いて、 省エネ行動、 グ リ ー ン購入を は じ め と し た日常誰で も可能な取 り 組みに関する詳細な講義を し て

い ただき ま し た。

　 講義の中では、 当日多数会場に展示し たエ コ マー ク商品の紹介、 お よび、 それ ら 商品の環境負荷削減に関す

る お話も し てい ただき ま し た。 さ ら に受講者がグループ に分かれて、 太陽光を利用し て調理をする 「ソ ー ラ ー

ク ッ カー」 の製作方法の講義、 実演お よび ソ ー ラ ー ク ッ カー を使用 し てのゆで卵の調理の指導も し てい ただき

ま し た。 講義の終わ り に実施 し た温暖化対策ク イズの優秀グループ に は、 日本か ら 持参さ れたエ コ マー ク商品

を記念品と し て贈呈 し ま し た。

（報告 ： イ ン ド ネ シ ア環境省  藤塚哲朗）


